
 
 

 

 

 

 

 

第２２回 しずおか川自慢大賞 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：令和７年２月２３日（日） 

１２：３０～１６：３０ 

 

場所：もくせい会館 1F 富士ホール 

 

 

主催 しずおか川自慢大賞実行委員会 

しずおか流域ネットワーク  

 

 

協力 静 岡 県 河 川 協 会 

   昭 和 設 計 株 式 会 社 

 

 



 
 
 

開催にあたり 

昔、川の流域に文明が栄えました。世界４大文明の発祥の地…黄河、インダス川、

チグリス・ユーフラテス川、ナイル川に思いをはせ、そして身近な川を見直してみる

と、川はずっと昔から私たちと密接な関わりがあったことに気づきます。人は流域で

暮らしを営みました。川の恵みの様々を享受し、喜び、またある時は川の力に圧倒さ

れ、打ちひしがれ、その力に打ち勝とうとし … 喜怒哀楽すべてが、人と川の間に

あります。「しずおか川自慢大賞」に集う人たちは、川との喜怒哀楽を積極的に受け

止めている人たちでしょう。 

この集いは、22 回目を迎えます。今年は 9組の川に遊び川を学ぶ子どもたちや、川

に取り組むおとなたちが集います。 

より広く思いを伝え、お互いを知り合う場です。はじめての人も再会する人もいま

す。お互いを知ることで、より深い思いが育まれてくるのだと信じています。場の運

営も、川に遊び、学び、取り組む人たちが、実行委員会を作っておこなっています。 

さあ、みんなで「第 22 回しずおか川自慢大賞」を、楽しみましょう。 

 

令和７年 2月 23 日 

 

しずおか川自慢大賞 実行委員会 

会 長   長橋 孝行 



 

 

「しずおか川自慢大賞」これまでの歩み 
 
 

第１回  平成１３年１０月２７日    参加数 １４  
大賞：レル・オンジュ 「吉田川・軍田ヶ谷川の自然観察」 

第２回  平成１４年１０月２６日   参加数 １８ 
大賞：富士市立今泉小学校４年生 「ぼくらの友だち田宿川」 

第３回  平成１６年 １月１７日    参加数 ２２ 
大賞：大井川みずがきネットワーク 「大井川みずがき倶楽部」 

第４回  平成１７年 １月２９日     参加数 １５  
大賞：静岡みずがき倶楽部 「こんなに育ちました」 

第５回  平成１８年 ２月２５日     参加数 １８  
大賞：焼津水産高校２年 成島弘国「薮田川カワバタモロコの保護活動」 

第６回  平成１９年 ２月１８日     参加数 １４  
大賞：大井川町立大井川南小学校  「すごいぞ土合川！」 

第７回   平成２０年 ２月１６日    参加数 １６ 
大賞：大井川町立大井川南小学校 「大好き、大井川！」 

第８回   平成２１年 ２月２１日    参加数 １４ 
大賞：静岡県立静岡農業高等学校 「安倍川水系の恵み ワサビ を守る」 

第９回   平成２２年 ２月２０日    参加数 １２ 
大賞：焼津水産高等学校「トラフグの種苗生産、放流による地域への貢献」 

第10回   平成２３年 ２月２６日    参加数 １３ 
大賞：佐鳴湖の環境を考える会「佐鳴湖自慢」 

第11回   平成２４年 ２月２５日    参加数 １３ 
大賞：袋井市立今井小学校「太田川たんけんたい」 

第12回   平成２５年 ２月２４日    参加数 １３ 
大賞：静岡市立西奈南小学校 学校応援団父親楽校「長尾川★せいそう隊」 

第13回   平成２６年 ２月２２日    参加数 １２ 
大賞：みずがき俱楽部 「子ガメとみずがきの不思議な冒険」 

第14回   平成２７年 ２月２２日    参加数  ８ 
大賞：坂口谷川 花と芝生を守る会「坂口谷川の環境美化活動」 

第15回   平成２８年 １月３０日    参加数  ９ 
大賞：牧之原市立勝間田小学校「勝間田大好きたんけん隊」 

第16回   平成２９年 ２月１８日    参加数  ９ ＋２（交流枠） 
大賞：みずがき倶楽部「少年の原体験が世界を変える」 

第17回   平成３０年 ２月１７日    参加数  ９ ＋1（交流枠） 
大賞：いはらの川再生PJ会 
「いはらの川再生プロジェクト～ふるさとのニホンウナギを救え！ 

庵原から日本、そして世界へ！」 
第18回   平成３１年 ２月２日     参加数  ９ ＋1（交流枠） 

大賞：昆虫食倶楽部「とって食べる」 
第19回   令和２年 ２月２２日     参加数  ８ ＋1（特別告知） 
      大賞：静岡北高等学校 科学部水質班「水と石ころで作る未来のエネルギー」 
第20回   令和５年 ２月１１日     参加数  ９ ＋1（特別賞） 

大賞： カチカチ鳥  「集まれ！飛びたて！カチカチ鳥にな～ぁれっ！」 
第21回   令和６年 ２月１０日     参加数 １０ 

大賞：仁杉・柴怒田ビオトープの会 「ビオトープを通して、地元の自然を守ろう」 



 

1 川自慢大賞の基本姿勢 
 
 

・県内各地でさまざまな活動をしている団体や個人を知り、お互いの活

動にエールを送り、たたえあい、今後の活動の励みとする。 

・今一度、静岡の川や水辺の良さを見つめなおそう！ 
 
 
 第 10 回までは、選考委員や会場の方々による話し合いによって、多くの賛同を得た活動を「大

賞」としてきました。あえて大賞を選考した目的は、大賞の選考の過程を通して各活動の内

容を浮き彫りにし、広く多くの方々にその活動のすばらしさを伝えるためのものでした。し

かし、実際には、主に大賞を取れなかった団体や個人には落胆の気持ちがありました。 

  そのため、本来「どの活動にもエールを送り、更なる躍進を目指してもらいたい。また、こ

の会場に集ってくれたみんなの交流の場であってほしい」という趣旨がなかなか理解されな

い結果になることもありました。 

 第 11 回（2011 年 2 月開催）から、本来の趣旨をより理解していただくために、キャッチコ

ピーを一新。「川のおもしろさ再発見、仲間の楽しさ大発見！！」としました。 

 前回の第 15 回から、第 14 回から用いている「イイね!」を入れたフレーズを採用。「イイね!

その川 川でつながる地域
み ん な

の元気!! もっと×２ 川で遊ぼう！」とし、活動の良さを認め

合い、川（水辺）つながりで地域・みんなの元気を引き出しますことを、川自慢の取り組み

の大きな目的であることを表現しました。 

 川自慢大賞の進行には、交流をはかる時間（交流タイム）を設けています。６分間の発表で
は伝えきれない素敵な活動に改めてスポットをあて、内容や話題を掘り下げるものです。今
回は、みんなで仲間の活動の良いところをほめたたえ合い、交流をはかりたいと思います。 

 川自慢に参加してくれる方々は、お子さんから大人まで幅広い年代です。元気な子どもたち

の活動には、「長沢賞」、子どもの元気に負けないぞという大人の活動には「ふるがき賞」＝

昔、水で遊んでいたがき（やんちゃな子どもの愛称）だったでしょう…。初めて川自慢に参

加してくれた団体（ニューフレンズ）のなかから、「新人賞」を贈ります。（贈り先は、川自

慢御意見番（アドバイザー）にて決めます。） 

 「長澤賞」とは、これまでのしずおか川自慢大賞に多大な協力をいただきくとともに、子ど

もたちへ川とのふれあいの大切さを伝えつづけ、他界された長澤友香先生の思いを次世代に

伝えるために第 18 回から命名した賞です。 

 「大賞」は会場にいる人全員で「応援投票」を行って決めます。全員３票持って、色の違う

３つの票はそれぞれ“発表や取り組みが、最高だった！”、“新しい発見！勉強になって、素

晴らしかった！”、“一緒に活動してみたい、参加してみたい、素敵な活動”のテーマで、「私

はこの活動の応援団になりますよ〜」という気持ちの表明として投票してもらいます。 

 「会場からの応援を一番多く集めましたでしょう」＝「大賞」ということになります。 

 

 しずおか川自慢大賞は、今回も、当日、ＷＥＢによるライブ配信を行います。 

 

Youtube LIVE  発信名「第 22 回しずおか川自慢大賞」 

 
https://youtube.com/live/Ege59Nef4YU 

 
 



 
 

第２２回しずおか川自慢大賞 日程（令和７年２月２３日） 

 
会場：もくせい会館 1F 富士ホール 

時 間 内 容 

12：00 開場・受付（大会議室 入口） 

12：30 アイスブレイク        

開 会 

主催者あいさつ          

12：35 

～12：50 

オリエンテーション（本日のスケジュール、趣旨、選考方法の説明等）  

 

12：50 

～13：40 

発表１ （５団体：発表６分・質疑応答３分・片付け 1 分）   ※発表時間厳守 

 

13：40 

～13：50 

休 憩（10 分間） 

13：50 

～14：30 

発表２ （4 団体：発表６分・質疑応答３分・片付け 1 分）   ※発表時間厳守 

 

14：30 

～14：40 

休 憩（10 分間） 

14：40 

～15：00 

特別講話：袋井市 永田 進 氏（20 分間） 

 「太田川水系の七夕豪雨災害」 

15：00 

～15：45 

交流タイム（45 分間） 

 アピールタイム＆各団体への「ほめ合戦！」 

15：45 

～15：55 

「最高！」「素晴らしい！」「素敵！」 

応援投票（付箋配布＆投票、集計）     

15：55 

～16：10 

・各賞発表（全ての発表団体に「○○賞」） 

  

16：10 

～16：20 

 しずおか川自慢大賞の決定 

・投票結果発表・表彰 

ふるがき賞      

長 澤 賞       

新 人 賞   

しずおか川自慢大賞    

16：20 

～16：25 

記念撮影 

16：25 閉 会（閉会のあいさつ（総評）） 

 
 



 
発 表 団 体    （発表順は当日抽選にて決定します） 

 

No 団体名 河川名 テーマ

特別講話

太田川水系の七夕豪雨災害　　　　永田　進　氏I

9 みずがき倶楽部
静岡の渓流、清流や海
（藁科川、大井川、伊豆

半島など）

　　心が動く瞬間！
　　（その笑顔が地球を救う！）

8

静岡北高等学校
科学部魚類班
チーム　長尾川

巴川水系
（麻機遊水地を含む）

長尾川の渇水時における水生動物の生存戦略

静岡市内における国外外来生物の生息状況

地域の環境改善と海洋プラスチックごみ防止問題を知っ
てもらいたい

6

静岡・海辺づくりの会 安倍川・浜川

7 巴川流域における淡水魚類の地理的分布
巴川水系

（麻機遊水地を含む）

巴川水系
（麻機遊水地を含む）

静岡北高等学校
科学部魚類班
チーム　地理的分布

4
巴川水系

（麻機遊水地を含む）

静岡北高等学校
科学部　魚類班
チーム　外来種

ビオトープを通して地元を盛り上げたい
仁杉・柴怒田

ビオトープ

ミズベリング今流美会

5

静岡市内に棲む小さなハゼの新しい分類方法

2024年8月今ノ浦川で行った
       河川内魚類生息調査報告と展望

小さな河川の河床掘削工事後に、子どもたちとやった水
辺の小さな自然再生による多自然川づくり

二級河川
今ノ浦川

静岡北高等学校
科学部魚類班
チーム　ヨシノボリ

3

1

2

瀬名新川★生き物助け隊
二級河川
瀬名新川

仁杉・柴怒田ビオトープの会

 
 
 

 
 
 
 
 



 
最終選考方法 

①  川自慢大賞は、発表の内容を踏まえ、投票により決定します。 

発表者を含む来場者、キャスト（運営スタッフ）が各3 票を持ち、エールを贈りた

い３団体に「最高！」「素晴らしい！」「素敵！」を投票します。 

・発表や取り組みの内容 最高だった。         （きみどりの付箋） 

・新しい発見、勉強になって、素晴らしかった。      （みずいろの付箋） 

・一緒に活動してみたい 参加してみたい、素敵な活動だった。（ピンクの付箋） 

  

エール数を集計し、最多得票獲得団体を川自慢大賞に決定します。 

 

 ② 参加したすべての団体に、特徴を表す名称をつけて表彰します。 

 

＜川自慢大賞の視点＞ 

応募団体（個人も含む）の活動の長所を評価し、短所は減点の対象としない。 

項 目 内         容 
保全・復元のための努力・研究 良い川を保全する努力または昔の良い川に復元するための努力 

川と地域づくりの推進 地域の交流・連携、子供たちへの環境教育など川を活用した様々

な精力的な活動 

継続・継承による素敵な未来へ

の展望 

世代を超えて継承される継続的な活動など素敵な未来像を展望

できる活動 

生き生き､はつらつとした活動 子供、大人を問わず、生き生き、溌剌とした楽しい活動 

ユニークな視点・斬新な発想 良い川づくり、川の活用において、ユニークな視点や斬新な 

着想・発想 

プレゼンテーション その他 川自慢大賞の発表におけるプレゼンテーションの良いところ 

 
特別賞の選考方法 

① 『長 澤 賞』 

対  象： 生き生き、ハツラツとした子供の活動 （子供主体の団体が対象） 

② 『ふるがき賞』 

対   象： 童心を忘れない大人の活動（大人主体の団体が対象） 

③ 『新 人 賞』 

対  象： 今回、初参加の発表団体のこれからの活動の広がりに期待するもの 

 

 

 

 

 

 

 














































